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臨地調査   
 
１．研究計画の概要 
・ サゴヤシの遺伝的変異が最も大きいニュ
ーギニア島を中心とする地域の多様な民俗
変種について，サゴヤシの系統分化を明らか
にする。 
・ 民俗変種を遺伝的に異なる系統群に分類
した上で，早晩性，収量性，デンプン形質を
比較し，早生で高収量な有望系統を探索する。 
・ 資源植物学，作物生理学，応用糖質化学，
文化人類学，資源経済学をベースとする異分
野融合チームを組織し，上記の取り組みから
サゴヤシの資源化を目指している。 
 
２．研究の進捗状況 

2008 年 8～9 月，2010 年 1 月に PNG 北部
ウェワク地域で，2010 年 8 月にインドネシ
ア東部マノクワリ地域で，2010 年 8 月にク
ンダリ地域で，2010 年 9 月に PNG 東部のケ
ビエン地域において臨地調査を実施し，2007
年の日本学術振興会熱帯生物資源研究助成
事業調査と合わせて，ニューギニア島周辺地
域における無刺タイプ，有刺タイプの様々な
民俗変種について，樹体サイズを表す形態形
質，収量構成要素（髄乾物率，髄部組織のデ
ンプン・全糖含有率），デンプン生産量など
を調査した。併せて地域住民へのインタビュ
ーを行い，いかなる根拠でそれぞれの民俗変
種を仕分けているのかを調査し，多様は民俗
変種の特徴を整理してインベントリーを作
成するための基礎情報を蓄積することがで
きた。この中で，地域住民は外見や構造など
の差と，収量性などの特徴を併せて民俗変種
を認識する指標としていることが明らかと
なった。 
 

３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展 

4 年間の研究計画の中で，これまでの 3 年
間で臨地調査を中心とする現地情報および
植物体各部位の化学分析情報の蓄積は順調
に進んでおり，全体計画のほぼ 70％を積み重
ねることができた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 2011年度は，さらに臨地調査を続けるとと
もに，植物体内成分の化学分析に併せて，分
子生物情報の解析を実施し，総合的なインベ
ントリーを完成させる。 
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